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1 線形回帰モデル

線形回帰モデル
y = Xβββ + εεε (1)

を考える. ここで y =




y1

...
yN


, X =




1 x11

...
...

1 xN1


, βββ =

(
β1

β2

)
, εεεは撹乱項を表す確率ベクトルで

E[εεε] = 0, V [εεε] = σ2IN , IN はN ×N の単位行列とする.

[1] βββの最小二乗推定量 β̂ββ =

(
β̂1

β̂2

)
は β̂ββ = (X′X)−1X′yとなることが分かっている. この時

β̂2 =
sxy

s2
x

, β̂1 = ȳ − β̂2x̄ (2)

を示すこと. ここで ȳ =
1
N

N∑

i=1

yi, x̄ =
1
N

N∑

i=1

xi1, sxy =
1
N

N∑

i=1

(xi1− x̄)(yi− ȳ), s2
x =

1
N

N∑

i=1

(xi1−

x̄)2とする.

[2] ci =
(xi1 − x̄)

N∑
i=1

(xi1 − x̄)2
と置くとき, β̂2 =

N∑

i=1

ciyi と表せることを示すこと. また
N∑

i=1

ci の値も求

めよ.

[3] [2]の結果を用いて, E[β̂2], V [β̂2]を求めること.

2 数学的予備知識

[4] a = (a1, ...., ak)′, βββ = (β1, ..., βk)′とする. このとき

∂

∂βββ
a′βββ =

∂

∂βββ
βββ′a = a (3)

を示すこと.
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